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雲
火
焼
と
赤
穂
緞
通

工
房
ガ
イ
ド
が
完
成

見
学
可
能
な
施
設
紹
介

　

兵
庫
県
伝
統
的
工
芸
品

に
指
定
さ
れ
て
い
る
陶
芸

と
織
物
の
見
学
可
能
な
工

房
を
紹
介
す
る
「
赤
穂
雲

火
焼
＆
赤
穂
緞
通　

工
房

ガ
イ
ド
」
が
完
成
し
た
。

版
画
の
魅
力
伝
え
て
１６
年

最
終
企
画
展
を
開
催

最
終
企
画
展
を
開
催

た
で
の
は
な
美
術
館
が
休
館
へ

市
民
病
院
の
経
営
形
態

蛇
行
す
る
市
長
方
針

副
市
長
発
言
を
追
認

　
全
国
的
に
も
珍
し
い
版

画
専
門
の
私
設
美
術
館
と

し
て
運
営
し
て
き
た
尾
崎

の
「
た
で
の
は
な
美
術

館
」
が
来
月
を
も
っ
て
休

館
す
る
。
江
戸
期
の
浮
世

絵
か
ら
昭
和
の
作
家
ま
で

幅
広
い
作
品
を
所
蔵
し
、

「
じ
っ
く
り
と
版
画
の
魅

力
を
味
わ
え
る
場
」
を
提

供
し
て
き
た
施
設
の
事
実

上
の
閉
館
が
惜
し
ま
れ
る

中
、
最
終
企
画
展
「
日
本

版
画
界
の
巨
匠
　
斎
藤
清

Ⅱ
」
を
開
い
て
い
る
。

　
日
本
板
画
院
委
員
で

「
孤
山
」
の
号
を
も
つ
元

高
校
教
諭
、
佐
野
正
幸
館

主（
８４
）＝
元
塩
町
＝
が
２

０
０
５
年
、
加
里
屋
お
城

通
り
の
貸
店
舗
に
開
設
。

来
館
者
数
の
減
少
で
一
旦

閉
館
し
た
も
の
の
、
１２
年

に
現
在
の
場
所
で
再
オ
ー

プ
ン
し
た
。
通
算
１６
年
間

に
わ
た
り
年
３
〜
４
回
開

い
て
き
た
企
画
展
で
紹
介

し
た
作
品
数
は
お
よ
そ
１

５
０
０
点
に
及
ぶ
。

　
佐
野
さ
ん
が
版
画
作
品

を
収
集
す
る
よ
う
に
な
っ

た
の
は
３０
代
半
ば
以
降
。

趣
味
が
高
じ
て
始
め
た
版

画
制
作
活
動
の
参
考
に
し

よ
う
と
、
棟
方
志
功
や
平

塚
運
一
と
い
っ
た
一
流
作

家
ら
の
作
品
を
購
入
し

　
昨
年
１２
月
議
会
で
牟
礼

正
稔
市
長
が
「
２
０
２
７

年
度
ま
で
現
行
を
維
持
す

る
」
と
表
明
し
た
赤
穂
市

民
病
院
の
経
営
形
態
を
め

ぐ
り
、
溝
田
康
人
副
市
長

が
「
そ
れ
は
決
定
で
は
な

い
」
と
否
定
し
た
こ
と
に

つ
い
て
、
牟
礼
氏
は
２２
日

の
定
例
会
見
で
「
副
市
長

が
言
っ
た
と
お
り
」
と
発

言
し
た
。
溝
田
氏
の
発
言

を
追
認
し
た
と
言
え
、
波

紋
を
呼
び
そ
う
だ
。

　
市
民
病
院
の
経
営
形
態

に
つ
い
て
、
牟
礼
氏
は
昨

年
１２
月
９
日
の
本
会
議
一

般
質
問
で
「
令
和
９
年
度

（
２
０
２
７
年
度
）
ま
で

全
部
適
用
で
い
く
考
え
方

に
変
わ
り
は
な
い
」
と
答

弁
し
た
。
一
方
、
溝
田
氏

は
同
月
２６
日
の
特
別
委
員

会
で
「
そ
れ
は
決
定
で
は

な
い
。
刻
々
と
変
わ
る
状

況
を
慎
重
に
判
断
し
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」

と
発
言
。
市
長
と
副
市
長

の
間
の
方
針
の
不
一
致
が

注
目
さ
れ
た
。

　
こ
の
日
の
会
見
で
牟
礼

氏
は
、
市
民
病
院
の
経
営

形
態
に
関
す
る
市
長
部
局

の
方
針
を
問
う
質
問
に
対

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

た
。
そ
の
う
ち
コ
レ
ク
シ

ョ
ン
が
ど
ん
ど
ん
増
え
、

「
せ
っ
か
く
集
め
た
こ
れ

ら
の
作
品
を
自
分
以
外
の

人
に
も
見
て
ほ
し
い
」
と

私
設
美
術
館
を
オ
ー
プ

ン
。
入
館
料
は
開
館
当
初

か
ら
変
わ
ら
ず
２
０
０
円

の
ま
ま
で
、「
素
直
な
感

性
を
持
っ
て
い
る
子
ど
も

の
う
ち
に
良
い
も
の
に
接

し
て
ほ
し
い
」
と
小
学
生

以
下
は
無
料
を
貫
い
た
。

　
赤
穂
の
地
名
由
来
と
も

言
わ
れ
る
蓼た

で

の
花
に
ち
な

み
、「
小
さ
な
花
が
実
を

結
ん
で
穂
と
な
っ
て
い
る

よ
う
に
、
赤
穂
の
美
術
の

拠
点
に
育
っ
て
い
く
こ

と
」
を
願
っ
て
施
設
名
称

を
付
け
た
佐
野
さ
ん
。
変

わ
ら
ぬ
思
い
で
館
の
運
営

を
続
け
て
き
た
が
、
自
身

の
年
齢
と
体
調
を
考
え
、

休
館
を
決
心
し
た
。

　
最
終
企
画
展
の
テ
ー
マ

に
選
ん
だ
の
は
、
現
代
美

術
の
国
際
展
「
サ
ン
パ
ウ

ロ
・
ビ
エ
ン
ナ
ー
レ
」
で

日
本
人
初
の
受
賞
を
果
た

し
た
斎
藤
清
（
１
９
０
７

―
９７
）。
代
表
作
「
会
津

の
冬
」
シ
リ
ー
ズ
を
は
じ

め
各
年
代
の
作
品
約
３０
点

を
展
示
し
、
斎
藤
が
参
考

に
し
た
と
さ
れ
る
安
井
曾

太
郎
の
作
品
２
点
も
紹
介

し
て
い
る
。
佐
野
さ
ん
は

「
日
本
の
伝
統
的
な
情
景

や
文
化
を
題
材
に
、
徹
底

し
た
省
略
と
誇
張
に
よ
っ

て
生
み
出
さ
れ
た
作
品
が

特
長
。
独
自
の
技
法
で
独

自
の
世
界
を
切
り
拓
い
た

作
家
の
魅
力
を
味
わ
っ
て

ほ
し
い
」
と
話
す
。

　
２
月
２５
日（
火
）ま
で
午

前
１０
時
〜
午
後
４
時
。
水

曜
休
館
。
明
神
木
バ
ス
停

す
ぐ
。
☎
０
９
０
・
３
４

９
６
・
４
２
８
２
。（
写

真
は
最
終
企
画
展
で
展
示

さ
れ
て
い
る
斎
藤
清
の
作

品
と
佐
野
正
幸
館
主
）

作
家
た
ち
の
要
望
を
受

け
、
赤
穂
市
が
デ
ジ
タ
ル

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
制
作

し
、
作
家
ら
が
自
費
で
冊

子
１
万
部
を
印
刷
。「
郷

土
が
誇
る
伝
統
工
芸
の
魅

力
を
広
め
る
の
に
役
立
て

た
い
」
と
し
て
い
る
。

　

赤
穂
雲
火
焼
は
、
江
戸

後
期
に
大
嶋
黄こ

う

谷こ
く

（
１
８

２
１
―
１
９
０
４
）
が
創

出
し
、「
幻
の
や
き
も
の
」

と
呼
ば
れ
た
雲
火
焼
を
御

崎
の
桃
井
香よ

し

子こ

さ
ん（
８１
）

と
塩
屋
の
長
棟
州く

に

彦ひ
こ

さ
ん

（
７７
）が
復
元
し
た
。
明
治

前
期
に
児
島
な
か
（
１
８

２
３
―
１
９
０
３
）
が
商

品
化
し
た
赤
穂
緞
通
は
戦

争
に
伴
う
綿
糸
統
制
で
衰

退
し
て
消
滅
の
危
機
に
瀕

し
た
が
、
１
９
９
１
年
に

赤
穂
市
教
育
委
員
会
が
開

い
た
技
法
講
習
会
の
受
講

生
を
中
心
に
技
術
が
継
承

さ
れ
た
。
赤
穂
雲
火
焼
は

１
９
９
４
年
、
赤
穂
緞
通

は
２
０
０
７
年
に
兵
庫
県

伝
統
的
工
芸
品
の
指
定
を

受
け
た
。

　

関
係
者
に
よ
る
と
、
赤

穂
緞
通
の
工
房
は
市
内
外

に
約
２０
軒
あ
る
が
、
ほ
と

ん
ど
は
作
家
個
人
が
自
宅

で
運
営
し
て
お
り
、
行
政

も
正
確
な
情
報
を
把
握
す

る
こ
と
が
困
難
だ
っ
た
。

「
赤
穂
雲
火
焼
と
と
も
に

赤
穂
緞
通
も
世
に
広
め
た

い
」
と
の
思
い
か
ら
、
長

棟
さ
ん
の
長
男
で
自
身
も

赤
穂
雲
火
焼
作
家
の
光
亮

さ
ん（
５１
）が
発
起
人
と
な

り
、
工
房
ガ
イ
ド
の
制
作

を
提
案
。
各
工
房
の
賛
同

署
名
を
受
け
た
市
が
要
望

に
応
え
た
。

　

完
成
し
た
工
房
ガ
イ
ド

は
Ａ
４
判
８
ペ
ー
ジ
で
、

見
学
可
能
な
工
房
や
施
設

１２
か
所
を
掲
載
。
電
話
番

号
や
駐
車
場
の
有
無
、
体

験
の
可
否
と
い
っ
た
基
本

情
報
を
は
じ
め
、
そ
れ
ぞ

れ
の
工
房
の
作
品
画
像
や

特
色
、
思
い
も
紹
介
し
て

い
る
。
デ
ジ
タ
ル
版
は
赤

穂
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

閲
覧
で
き
、
冊
子
は
各
工

房
が
活
用
す
る
ほ
か
、
５

０
０
０
部
を
市
に
寄
贈

し
、
観
光
Ｐ
Ｒ
に
役
立
て

る
。

　

光
亮
さ
ん
は
「
工
房
ガ

イ
ド
の
完
成
を
機
に
工
房

同
士
の
連
携
も
図
り
、
郷

土
工
芸
の
普
及
振
興
に
つ

な
が
れ
ば
」
と
期
待
を
込

め
た
。（
写
真
は
作
家
た

ち
の
要
望
を
受
け
て
完
成

し
た
「
赤
穂
雲
火
焼
＆
赤

穂
緞
通
　
工
房
ガ
イ
ド
」）

し
、「
刻
々
と
変
わ
っ
て

い
く
か
ら
、
副
市
長
が
言

っ
た
通
り
だ
と
思
う
」
と

回
答
。「
令
和
９
年
度
ま

で
は
現
行
の
経
営
形
態
を

維
持
す
る
、
と
い
う
方
針

も
変
わ
る
可
能
性
が
あ
る

の
か
」
と
の
問
い
に
は

「
今
は
答
え
ら
れ
な
い
」

と
述
べ
、
市
長
方
針
が
絶

対
で
は
な
い
こ
と
を
暗
に

認
め
た
。

　
ま
た
、
特
別
委
で
溝
田

氏
が
明
ら
か
に
し
た
「
市

民
病
院
の
経
営
形
態
を
検

討
す
る
場
を
市
長
部
局
主

導
で
早
急
に
構
築
す
る
」

と
の
方
針
に
つ
い
て
は
、

「
ま
だ
今
も
い
ろ
い
ろ
と

話
し
合
い
を
し
て
い
る
と

こ
ろ
。
答
弁
は
差
し
控
え

る
」
と
し
て
一
切
説
明
し

な
か
っ
た
。
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市
民
ガ
イ
ド

　
▼
出
張
美
容「
ル
イ
」＝

寝
た
き
り
の
人
、病
気
等

の
た
め
に
足
を
運
べ
な
い

人
、男
性
も
可
。赤
穂
市

内
、隅
か
ら
隅
ま
で
出
張

し
ま
す
。遠
方
も
可（
無
定

休
）◎
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー

２
級
取
得
し
て
い
ま
す
。

塩
屋
２
６
１
の
９
☎
４２
・

９
０
６
８
、☎
０
９
０
・
３

４
９
２
・
８
６
８
４

　
▼
格
安
・
オ
ー
ト
車
検

＝
軽
四
級
４
０
６
４
０
円

パ
ッ
ソ
級
５
０
５
５
０
円

ノ
ー
ト
級
５
８
８
５
０
円

セ
レ
ナ
級
６
７
０
５
０
円

小
型
貨
物
等
大
特
価
、
ブ

レ
ー
キ
等
点
検
料
含
む
。

洗
車
・
代
車
・
引
取
納
車
各

千
円
増
、
車
検
切
れ
車
も

О
Ｋ
。廃
車
無
料
、名
義
変

更
等
も
格
安
。
土
日
祝
日

も
２４
時
間
電
話
受
付
。
安

心
車
検
「
オ
ー
ト
車
検
代

行
」
加
里
屋
中
洲
・
白
十

字
西
☎
４５
・
０
７
３
３
　

　
▼
関
西
車
検
セ
ン
タ
ー

＝
軽
四
級
４
０
６
４
０
円

パ
ッ
ソ
級
５
０
５
５
０
円

ノ
ー
ト
級
５
８
８
５
０
円

セ
レ
ナ
級
６
７
０
５
０
円

国
家
整
備
士
に
よ
る
6５
項

目
点
検
込
。
洗
車
・
代
車

引
取
納
車
各
千
円
増
。
修

理
・
ア
フ
タ
ー
サ
ー
ビ
ス

も
格
安
☎
４２
・
３
２
４
２

　
▼
Ｊ
Ａ
Ｃ
Ｓ
赤
穂
愛
車

買
取
セ
ン
タ
ー
＝
オ
ー
ク

シ
ョ
ン
か
ら
店
頭
販
売
ま

で
す
べ
て
の
情
報
を
活
か

し
て
で
き
る
高
額
査
定
。

他
社
と
は
情
報
量
が
違
い

ま
す
。
出
張
査
定
も
し
て

い
ま
す
。
お
気
軽
に
お
電

話
、
ご
来
店
く
だ
さ
い
。

☎
４３
・
３
９
３
９

　
▼
リ
サ
イ
ク
ル
パ
ー
ツ

・
エ
コ
パ
ー
ツ
＝
を
使
用

し
て
、経
済
的
修
理
に
工

夫
し
て
い
ま
す
。小
さ
な

キ
ズ
・
小
さ
な
凹
は
段
取

り
次
第
で
１
日
修
理
も
可

能
。気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。「
坂
元
鈑
金
塗
装
」

細
野
町
☎
４３
・
９
０
１
０

　
▼
「
く
ら
電
」
＝
お
困

り
事
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

電
気
関
係
の
事
か
ら
製
品

販
売
、
エ
ア
コ
ン
移
設
、

介
護
用
手
摺
、樹
木
伐
採
、

家
具
移
動
、
網
戸
の
補
修

等
、
自
分
で
は
無
理
と
思

っ
た
ら
お
気
軽
に
お
電
話

く
だ
さ
い
。
日
曜
定
休
。

尾
崎
☎
２５
・
1
３
８
１

　
▼
古
物
高
価
買
取
＝
空

き
家
、倉
庫
の
残
置
物
、終

活
買
取
し
ま
す
。骨
董
品
、

古
道
具
、古
家
具
、中
古
食

器
、贈
答
品
、ご
み
処
分
前

に
ご
一
報
く
だ
さ
い
。ご

み
処
分
費
軽
減
出
来
ま

す
。見
積
も
り
無
料
。「
古こ

木ぎ

つ
ね
」坂
越
☎
０
９
０
・

１
２
４
０
・
７
４
６
１

　
▼
介
護
保
険
に
よ
る
住

宅
改
修
・
耐
震
補
強
＝
申

請
手
続
き
、工
事
、ア
ド
バ

イ
ス
致
し
ま
す
。
お
気
軽

に
お
電
話
く
だ
さ
い
。《
迅

速
・
確
実
・
丁
寧
》
に
、
あ

な
た
の
夢
を
か
た
ち
に
し

ま
す
。「
㈱
中
道
工
務
店
」

若
草
町
☎
４２
・
５
０
７
７

　
▼
ふ
す
ま
、
障
子
の
張

り
替
え
承
り
ま
す
＝
お
気

軽
に
お
電
話
下
さ
い
。「
大

崎
表
具
店
」浜
市
、櫂
の
家

向
か
い
☎
４８
・
７
２
５
４

　
▼
肩
凝
り・
腰
痛
で
お

悩
み
の
方
＝
○
３０
分
２
５

０
０
円
○
４５
分
３
０
０
０

円
○
6０
分
３
５
０
０
円
○

８０
分
４
０
０
０
円
。診
療

時
間
1０
時
～
1８
時（
要
予

約
）。休
診
日（
金
曜
日
）。

は
り
・
指
圧
・
マ
ッ
サ
ー
ジ

「
新
田
治
療
院
」鷏
和
☎
４３

・
７
６
４
８

　
▼
『
住
宅
設
備
』
や

『
電
気
工
事
』
の
こ
と
な

ら
当
店
へ
＝
エ
ア
コ
ン
設

置
、
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
、
ア

ン
テ
ナ
関
連
、
イ
ン
タ
ー

ホ
ン
や
照
明
な
ど
、
何
で

も
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。「
国
分
電
気
」中
広

☎
４５
・
０
５
０
３
、☎
０
９

０
・
７
１
１
４
・
３
６
４
９

　
▼「
ラ・セ
ー
ヌ
洋
菓
子

店
」か
ら
お
知
ら
せ
＝
１

月
２５
日（
土
）・
２７
日（
月
）

イ
チ
ゴ
タ
ル
ト
1５
㌢
ホ
ー

ル
１
５
０
０
円
で
販
売
し

て
お
り
ま
す
。ど
う
ぞ
ご

利
用
く
だ
さ
い
。営
業
９

時
半
～
1７
時
。商
議
所
北

☎
４２
・
２
２
９
６

　
▼
ス
タ
ッ
フ
募
集
＝
○

本
社
配
送
ロ
ー
リ
ー
運
転

手
／
７
～
1７
時
の
間
で
８

時
間
の
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン

勤
務
。
危
険
物
乙
４
免
許

必
須
・
大
型
免
許
優
遇
。

給
与
２３
万
円
～
（
年
齢
経

験
に
よ
る
昇
給
・
賞
与
あ

り
）○
赤
穂
東
Ｓ
Ｓ
ス
タ

ッ
フ
２
名
、
赤
穂
イ
ン
タ

ー
Ｓ
Ｓ
ス
タ
ッ
フ
１
名
募

集
。
７
～
1９
時
の
間
の
９

時
間（
休
憩
含
む
）時
間
外

労
働
あ
り（
月
平
均
２０
時

間
）給
与
２1
万
円
～（
年
齢

・
経
験
に
よ
る
。
整
備
士

優
遇
、賞
与
あ
り
）要
普
通

免
許
・
危
険
物
乙
４（
入

社
後
取
得
可
）
週
休
２
日

（
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
勤
務
）

日
曜
定
休
○
セ
ル
フ
赤
穂

御
崎
Ｓ
Ｓ
ス
タ
ッ
フ
募

集
。時
給
１
０
５
２
円
～
。

委
細
面
談
に
て
決
定
。

「
前
田
石
油
㈱
」中
広
１
７

９
の
６
☎
４３
・
２
６
８
８

　
▼
旅
館
ス
タ
ッ
フ
募
集

＝
○
送
迎
バ
ス
運
転
手
９

時
半
～
16
時
、
時
給
１
１

５
０
円
～
○
喫
茶
・
売
店

８
時
～
1２
時
、
1４
時
～
1７

時
、
時
給
１
１
０
０
円
～

○
部
屋
清
掃
９
時
半
～
1４

時
半
。
時
給
１
１
０
０
円

～
○
接
客
６
時
～
11
時
、

時
給
１
２
０
０
円
～
○
調

理
補
助
６
時
～
11
時
、
時

給
１
２
０
０
円
～
○
年
齢

不
問
○
事
務
職
（
短
時
間

社
員
）
平
日
勤
務
の
み
も

合
わ
せ
て
募
集
中
※
お
気

軽
に
お
時
間
な
ど
ご
相
談

く
だ
さ
い
。
赤
穂
温
泉
絶

景
露
天
風
呂
の
宿
「
銀
波

荘
」
御
崎
☎
４５
・
３
３
５

５
（
鈴
木
）

　
▼
６０
代
以
上
の
方
も
大

歓
迎・
清
掃
員
数
名
募
集

＝
９
時
か
ら
３
～
４
時

間
。時
給
１
０
５
２
円
。日

数
な
ど
詳
し
く
は
面
談
の

上
。ま
ず
は
お
気
軽
に
お

電
話
く
だ
さ
い
。「
あ
こ
う

ビ
ジ
ネ
ス
ホ
テ
ル
桜
館
」

黒
崎
町
１
４
８
☎
４２
・
１

４
０
０

　
▼「
赤
穂
パ
ー
ク
ホ
テ

ル
」ス
タ
ッ
フ
募
集
＝
客

室
清
掃
係
９
時
～
1５
時
の

３
～
６
時
間
程
。
１
か

月
程
は
業
務
に
馴
染
ん
で

も
ら
う
た
め
、
３
時
間
程

度
の
ト
ラ
イ
ア
ル
勤
務
。

時
給
１
０
８
０
円
。土
曜
・

日
曜
は
１
２
０
０
円
。平

日
の
み
、週
末
の
み
、週
２

回
～
、午
前
や
午
後
か
ら

の
３
時
間
～
な
ど
、ご
相

談
く
だ
さ
い
。経
験
の
あ

る
方
は
ス
キ
ル
に
よ
り
優

遇
。初
心
者
の
方
も
付
き

添
っ
て
対
応
。安
心
し
て

働
い
て
い
た
だ
け
ま
す
。

交
通
費
会
社
規
定
支
給
。

さ
つ
き
町
３6
の
1２
☎
４３
・

８
０
０
０

　
▼「
ツ
ク
イ
赤
穂
」介
護

職・
看
護
職
＝
勤
務
時
間

８
時
半
～
1７
時
半
。時
給

は
介
護
職
１
１
０
０
円

～
、看
護
職
１
２
６
７
円

～
。土
日
祝
は
時
給
１
０

０
円
ア
ッ
プ
。時
間
、日
数

は
応
相
談
。詳
細
は
お
電

話
で
。さ
つ
き
町
☎
４6
・
０

０
０
２（
田
端
）

　
▼
パ
ー
ト・
ア
ル
バ
イ

ト
募
集
＝
①
８
時
３０
分
～

1３
時
②
1４
時
～
1９
時
。週

２
～
３
回
Ｏ
Ｋ
。学
生
ア

ル
バ
イ
ト（
長
期
の
み
）。

土
日
祝
来
ら
れ
る
人
。時

給
１
０
５
２
円
～
。「
ベ
ー

カ
リ
ー
コ
ン
セ
ル
ボ
」イ

オ
ン
赤
穂
店
内
☎
４３
・
６

９
０
９（
16
時
以
降
）

　
▼
大
津
ダ
イ
コ
ン
直
売

会
＝
1
月
２6
日（
日
）、
大

津
の
農
産
物
直
売
所
『
く

ろ
が
ね
の
里
』（
大
津
１
４

４
の
１
）
向
か
い
で
９
時

～
11
時
。
ベ
テ
ラ
ン
農
家

有
志
『
大
津
年
輪
の
会
』

が
育
て
た
ダ
イ
コ
ン
を
1

本
１
８
０
円
で
販
売
し
ま

す
（
１
人
２０
本
ま
で
）。

雨
天
決
行
。
☎
４３
・
６
８

４
０
（
市
農
林
水
産
係
）

　
▽
２6
日
＝
て
ん
わ
か
か

り
つ
け
医
院（
鷏
和
９５
の

３４
）☎
４３
・
７
４
１
１

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

休
日
急
患
診
療
医

　
▼
…
工
場
見
学
で
科
学

に
興
味
＝
鷏
和
の
三
菱
電

機
系
統
変
電
シ
ス
テ
ム
製

作
所
赤
穂
工
場
は
２１
日
、

赤
穂
西
小
学
校
の
６
年
生

児
童
を
工
場
見
学
に
招

待
。
子
ど
も
た
ち
に
理
科

に
興
味
を
持
っ
て
も
ら
お

う
と
、
社
員
に
よ
る
科
学

教
室
も
実
施
し
た
。

　
変
圧
器
製
造
で
国
内
ト

ッ
プ
ク
ラ
ス
の
シ
ェ
ア
を

誇
る
同
工
場
は
赤
穂
西
小

ま
で
徒
歩
５
分
ほ
ど
の
距

離
に
あ
り
、
社
員
が
学
校

に
出
向
い
て
科
学
教
室
を

行
う
取
組
を
２
０
２
０
年

か
ら
続
け
て
い
る
。
児
童

を
工
場
に
招
待
し
た
の
は

今
回
が
初
め
て
。
重
量
３

０
０
㌧
を
吊
り
上
げ
る
巨

大
ク
レ
ー
ン
や
雷
と
同
等

の
電
圧
を
か
け
て
製
品
性

能
を
確
か
め
る
特
殊
な
装

置
な
ど
が
あ
る
工
場
建
屋

を
案
内
し
た
。

　
こ
の
日
の
科
学
教
室
で

は
、
電
磁
石
の
性
質
を
活

か
し
た
モ
ー
タ
ー
実
験
を

行
っ
た
。
子
ど
も
た
ち
は

１
人
１
セ
ッ
ト
ず
つ
ア
ル

ミ
箔
を
巻
い
た
磁
石
に
積

ん
だ
乾
電
池
の
上
で
ハ
ー

ト
型
に
曲
げ
た
銅
線
が
回

転
す
る
様
子
を
観
察
し
、

そ
の
仕
組
み
が
掃
除
機
や

冷
蔵
庫
な
ど
身
の
回
り
に

あ
る
も
の
に
使
わ
れ
て
い

る
こ
と
を
学
習
し
た
。

　
科
学
教
室
の
進
行
係
を

務
め
た
内
鉄
変
圧
器
設
計

課
の
東
武
志
さ
ん
は
「
科

学
は
学
べ
ば
学
ぶ
ほ
ど
楽

し
い
。
苦
手
意
識
を
持
た

ず
に
勉
強
し
て
」
と
呼
び

掛
け
た
。
理
科
の
授
業
が

好
き
と
い
う
山
下
芽
衣
さ

ん（
１２
）は
「
科
学
が
自
分

た
ち
の
生
活
を
支
え
て
く

れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ

て
、
ま
す
ま
す
興
味
が
わ

き
ま
し
た
」
と
感
想
を
話

し
た
。（
写
真
は
三
菱
電

機
赤
穂
工
場
の
変
圧
器
製

造
現
場
を
見
学
す
る
赤
穂

西
小
学
校
の
６
年
生
児
童

た
ち
）

　
▼
…
赤
穂
城
本
丸
門
で

放
水
訓
練
＝
「
文
化
財
防

火
デ
ー
」（
１
月
２６
日
）

を
前
に
赤
穂
市
消
防
本
部

は
２３
日
、
上
仮
屋
の
赤
穂

城
跡
で
消
防
訓
練
を
実
施

し
た
。

　
「
本
丸
門
の
木
造
部
分

か
ら
出
火
し
延
焼
が
拡

大
、
第
一
発
見
者
が
煙
を

吸
っ
て
気
分
不
良
を
訴
え

て
い
る
」
と
の
想
定
で
隊

員
２４
人
、
車
両
５
台
と
ド

ロ
ー
ン
１
基
が
参
加
。
現

場
指
揮
本
部
の
指
示
で
３５

㍍
級
高
所
放
水
車
と
タ
ン

ク
車
な
ど
を
使
っ
て
放
水

し
、
傷
病
者
を
救
助
し

た
。

　
尾
崎
浩
司
消
防
長
は

「
訓
練
を
通
じ
て
、
よ
り

確
実
に
、
よ
り
迅
速
に
活

動
で
き
る
よ
う
、
日
頃
か

ら
備
え
て
ほ
し
い
」
と
訓

示
し
た
。（
写
真
は
赤
穂

城
本
丸
門
で
行
わ
れ
た
消

防
訓
練
）

車
か
ら
現
金
盗
む

２４
歳
会
社
員
男
を

窃
盗
容
疑
で
逮
捕

　
駐
車
場
で
無
施
錠
の
車

か
ら
現
金
を
盗
ん
だ
と
し

て
、
赤
穂
署
は
１
月
２２

日
、
赤
穂
市
加
里
屋
の
会

社
員
の
男（
２４
）を
窃
盗
容

疑
（
車
上
ね
ら
い
）
で
逮

捕
し
た
。

　
同
署
に
よ
る
と
、
男
は

今
月
６
日
午
後
１
時
５０
分

ご
ろ
、
同
市
加
里
屋
の
駐

車
場
で
軽
ト
ラ
ッ
ク
の
助

手
席
に
置
い
て
あ
っ
た
か

ば
ん
の
中
の
財
布
か
ら
現

金
２
万
円
を
抜
き
取
っ
た

疑
い
。
ま
た
、
３
日
後
の

午
前
９
時
５５
分
ご
ろ
に
は

別
の
駐
車
場
で
３
㌧
ト
ラ

ッ
ク
の
車
内
に
あ
っ
た
財

布
か
ら
現
金
５
０
０
０
円

を
窃
取
し
た
疑
い
が
あ

る
。
い
ず
れ
も
車
に
鍵
は

か
か
っ
て
い
な
か
っ
た
と

い
う
。

　
警
察
は
目
撃
情
報
や
防

犯
カ
メ
ラ
の
映
像
な
ど
か

ら
男
を
割
り
出
し
た
。
男

は
調
べ
に
対
し
、「
お
金

が
欲
し
か
っ
た
」
な
ど
と

容
疑
を
認
め
て
い
る
と
い

う
。

国
指
定
天
然
記
念
物

１
０
０
周
年
シ
ン
ポ

「
生
島
樹
林
を

守
り
伝
え
る
」

　
坂
越
・
生
島
樹
林
の
国

天
然
記
念
物
指
定
１
０
０

周
年
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

が
１
月
２６
日（
日
）加
里
屋

中
洲
の
赤
穂
市
民
会
館
で

開
か
れ
る
。

　
赤
穂
市
教
育
委
員
会
な

ど
主
催
。
兵
庫
県
立
大
学

名
誉
教
授
の
服
部
保
氏
に

よ
る
基
調
講
演
を
は
じ
め

保
全
活
動
報
告
と
パ
ネ
ル

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行

う
。
１
階
大
会
議
室
で
午

後
１
時
開
会
。
同
４
時
４０

分
終
了
予
定
。無
料
。☎
４３

・
６
９
６
２（
文
化
財
課
）。
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